






































































































































































































































































































































































9.信頼する－信頼しない .763 -.244 -.127
10.個性を尊重する－尊重しない .762 -.087 -.085
2.開放的な－閉鎖的な .755 -.170 -.080
3.肯定的な－否定的な .755 -.390 -.145
20.拘束的な－解放的な -.705 .083 .462
1.自立性を尊重する－尊重しない .643 .035 -.174
12.子供中心の－大人中心の .573 -.168 -.115
18.公平な－不公平な .547 -.212 -.348
28.統制的な－非統制的な -.454 -.175 .209
22.厳しい－甘い -.364 .061 .135
5.でしゃばりな－謙虚な .323 .099 -.004
16.無視する－重視する -.109 .696 .059
24.ばらばらな－一貫した .054 .610 .439
4.意欲的な－無気力な .408 -.593 .145
8.無関心な－熱心な .016 .591 -.158
17.いい加減な－きちんとした .193 .565 .165
15.安定した－不安定な .277 -.535 -.258
21.意地の悪い－お人好しの .236 .365 .075
6.口うるさい－もの静かな -.098 -.174 .689
7.いらいらした－落ち着いた -.256 .368 .620
23.感情的な－理性的な -.075 .106 .618
29.しつこい－さっぱりした -.301 -.029 .585
14.こせこせした－おうような -.198 .189 .475
女性では 6項目を削除し，2因子解を採用した
（説明率 46.85%）。第 1因子は15項目からなり，
「受容的な」傾向が負に負荷し，「無表情な」「否定
的な」といった傾向が正に負荷した。そこで拒否的
な態度と命名した。第2因子は「開放的な」「さっ
ぱりした」などの項目が正に負荷し，「熱心な」「閉
鎖的な」などの項目が負に負荷したため，統制のな
さと命名した。因子分析の結果をTable8に示す。
２．対人恐怖心性の規定要因
対人恐怖心性の規定要因を探るため，Figure1
のモデルに基づいて男女別にパス解析を行った。ま
ず各尺度の因子得点を求め，構造方程式モデルを用
いてパス係数を推定した。その結果，男性において
はχ2（31）=342.2となり，適合度は十分ではなかっ
たが，9個の有意なパスと，2個の有意傾向のパス
が得られた。女性においてはχ2（26）=265.3となり，
適合度は十分ではなかったが8個の有意なパスが
得られた。
男性のパス解析の結果を Figure2に示す。
Figure2からわかるように，有意傾向だったパス
も含めれば，親の養育態度が自己愛傾向に影響を及
ぼし，自己愛傾向が対人恐怖心性に影響を及ぼして
いることが明らかとなった。養育態度と自己愛傾向
の関連性を見ると，親による統制が賞賛・権威への
欲求と対人回避を促進していた。また，養育への熱
意が対人回避を促進し，情緒的な安定性が対人回避
を抑制していることが示された。
自己愛傾向と対人恐怖心性の関係では，誇大特性
の2つの因子は対人恐怖心性を抑制し，過敏特性
の2つの因子は対人恐怖心性を促進していること
が示された。
女性のパス解析の結果をFigure3に示す。Figure
3からわかるように，養育態度が自己愛傾向に影響
を及ぼし，自己愛傾向が対人恐怖心性に影響を及ぼ
すという影響力がある程度示された。
まず養育態度と自己愛傾向との関連性を見ると，
拒否的な養育態度が賞賛・権威への欲求と対人緊張
を促進し，統制的のなさが自信の欠如を抑制してい
た。
次に自己愛傾向と対人恐怖心性の関連性を見ると，
賞賛・権威への欲求が他者に関する不安を抑制して
いた。また対人緊張が他者に関する不安と自己に関
する不安の両方を促進していた。自信の欠如も，他
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Table8 女性：親の養育態度の因子分析結果
（バリマックス回転後）
第１因子 第２因子
30.拒否的な－受容的な -.741 .202
26.にこやかな－無表情な .725 -.117
15.安定した－不安定な .674 -.142
3.肯定的な－否定的な .661 -.317
4.意欲的な－無気力な .641 .372
19.やさしい－冷たい .636 -.056
9.信頼する－信頼しない .616 -.154
24.ばらばらな－一貫した -.605 -.069
11.支持的な－支持的でない .597 -.228
7.いらいらした－落ち着いた -.582 .288
10.個性を尊重する－尊重しない .581 -.234
16.無視する－重視する -.579 -.042
18.公平な－不公平な .558 -101
25.平等な－不平等な .446 .030
12.子供中心の－大人中心の .425 -.225
20.拘束的な－解放的な -.331 .753
8.無関心な－熱心な .424 -.713
29.しつこい－さっぱりした -.270 .659
22.厳しい－甘い -.039 .659
2.開放的な－閉鎖的な .388 -.623
28.統制的な－非統制的な -.092 .584
27.保護的な－自由な -.015 .546
6.口うるさい－もの静かな -.034 .526
5.でしゃぱりな－謙虚な -.116 .444
Figure2男性の対人恐怖性の規定要因
Figure3女性の対人恐怖性の規定要因
者に関する不安と自己に関する不安の両方を促進し
ていた。特に対人緊張から他者に関する不安へのパ
スと，自信の欠如から自己に関する不安へのパスは
影響力が大きかった。
考 察
本研究では，大学生に対して本人が知覚する親の
養育態度と，自己愛傾向，対人恐怖心性を測定し，
対人恐怖心性の発生メカニズムを検討した。
男女ともに共通していたのは，親の養育態度は自
己誇大感に影響を及ぼしていないということであっ
た。また過敏特性の2因子は，他者に関する不安
と自己に関する不安の両方を高める効果を持津とい
う点も共通であった。これに対して誇大特性の 2
つの因子は，男女で対人恐怖心性に及ぼす影響のし
かたが異なっていたが，どちらも対人恐怖心性を促
進するという点では共通していた。
これまで，誇大傾向を中心としたNPIを用いた
研究でも，対人恐怖の背景に自己愛傾向が存在して
いると言われていたが，本研究によれば誇大特性は
対人恐怖心性を抑制する働きを持っていた。むしろ
過敏特性（他者の反応を懸念する傾向）が対人恐怖
心性に強く影響を及ぼしていた。本研究では，誇大
特性と過敏特性をわけて測定することで，過敏特性
が対人恐怖心性を規定していることを発見した。こ
れは新たな知見である。
次に，なぜ誇大特性が対人恐怖心性に影響を及ぼ
していなかったのかを検討する。一般に自己愛傾向
が極端に高い者は，自己愛性パーソナリティ障害
（アメリカ精神医学会,2004）と呼ばれる。自己愛性
パーソナリティ障害はＢ群パーソナリティ障害の一
種であり，この群は自己と他者の認知，情動の制御
などに問題を持っている。しかし自己愛性パーソナ
リティ障害者は，他者から批判されることに過敏に
反応するなど，他者との関わりに不安を抱えている
ことが多い。彼らが抱く自己誇大感は，現実の自己
像から乖離した過剰な誇大感であり，実際には低い
現実自己によって対人恐怖心性が生まれると考えら
れる。
しかし本研究の対象者は，一般の大学生で，自己
誇大感や賞賛・権威への欲求が対人恐怖心性を抑制
していたことを考えると，彼らの自己誇大感は健常
なレベルの誇大感，いわば適度な自信であったのか
も知れない。今後は，より病理的な自己愛を抱える
サンプルを対象に，自己誇大感と対人恐怖心性の関
連性を検討することで，新たな知見が得られるかも
知れない。
女性では，男性とは異なった因子構造が得られ，
パスの構造も若干異なっていた。今回の調査結果で
は，女性サンプルの親の養育態度は2因子に分か
れていた。男性の場合には統制と養育への熱意が分
離して2つの因子となり，これに情緒的な安定性
（受容的な養育態度）が加わる形となっていた。しか
し女性では，否定的な態度と，統制しない（受容的
な）態度の2因子であった。なぜこのような因子
構造になったのかを今後検討していくことで，養育
態度が自己愛傾向を経由して対人恐怖心性にいたる
経路をよりよく解釈できるであろう。
今回の研究は，大学生に過去の親子関係を回想し
て記入を求めたものである。そこで，学生の認知は
実際の親の養育行動とは一致していない可能性があ
る。しかし学生自身が親の養育行動をどのように認
知してきたか重要なのであり，子どもの受け止め方
によって対人恐怖心性が生じているといえる。した
がっって，同一の対象者からデータを収集し，
Figure1のモデルを検証したことは意味があった
といえる。
今後の課題は，実際の親の養育態度と，子どもの
受け止め方の間にどのようなギャップがあるかを検
討することである。たとえ他の親と同じような養育
行動をとっていたとしても，子どもの気質の違いに
よってそれを統制的と受け止めるかどうかが違って
くるはずである。すなわち，子どもの個性と親の養
育行動の交互作用を検討していくことが必要であろ
う。
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